
令和５～６年度
大館北秋田えだまめメガ団地協議会

技術実証活動について

みどりの食料システム戦略推進交付金活用事業
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秋田県北秋田地域振興局農林部
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取組の経緯について

単
位
当
た
り
製
品
出
荷
量
が
少
な
い

発芽時、開花時の給水不足
ほ場での収穫ロスが多い

排水不良による湿害 雑草繁茂による品質低下

高刈りとなり、低枝莢が未収穫

収穫適期が短く、作業速度優先

雑草繁茂で病害虫の発生助長

傷ついた莢は脱粒が多くなる

収穫時の莢傷多くなる

発芽時、開花期の水不足は
低収へ

根腐れによる生育不良

ほ場作業性の低下

病害虫による被害

雑草で薬剤の付着性低下

降雨で防除適期を逃す

えだまめ産地の課題分析を実施

単収の改善に向けた取組が必要
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実施方針の具体化

〔現状分析〕                  〔課題〕
①ほ場生育量の約５割がロス ①ほ場ロス削減（ほ場管理、収穫作業）
②実販売量は、目標を下回る ②調製作業ロス削減（調製ライン）
③収穫量と販売量にギャップ   ③生産量＞収穫量＞販売量の差縮小

マイルストーンの設定

⇒当事者が納得できる実現
 可能な当面の目標を提示

〔目標〕
①メガ団地事業要件 販売額１億円
②経営指標（15ｈａ） 400kg/10a

令和３年実績 栽培面積 目標単収 販売実績単収

法人A ６９．１ｈａ ４６０kg １６２．１kg

法人B ６１．５ha ４６０kg １５９．３kg

法人C ５８．７ｈａ ４００kg ２２０．４kg

〔経営指標：50a～１ｈａ規模／計4.3ｈａ規模〕
   極早生 450kg/10a  早生種 500kg/10a
中性種 550kg/10a  中晩生 600kg/10a
晩生種 600kg/10a  大規模 400kg/10a

★マイルストーン                                 R10～300kg
～目標は、製品出荷量～

 R7 250kg

現状    R5  ２20kg
R1～３平均値 210kg

ほ場準備 播種 雑草・害虫防除 管理作業 収穫作業 洗浄 選別・袋詰

目
標
製
品
出
荷
量
の
確
保

園芸メガ団地におけるエダマメ単収向上対策

○排水対策
・湿害が出やすいほ場への作付回避
・カットブレーカー等による排水対策
の励行
・緑肥作付による排水性の向上

○地下灌漑の水位確認

○播種前防除
・土壌処理剤の活用

○耕種的防除
・カルチベーターによる精密除草（畝間・
 株間・根際）

○ドローン散布
・大雨の翌日でも作業可能
・適期防除

○長雨対策
・明渠、暗渠の管理

○発芽時、開花期の干ばつ
 対策

・活用可能なほ場は地下かんがいの
実施

○収穫作業
・着莢位置が高い品種の選定
・雑草を減らす

○２段階洗浄
・ブラシ式洗浄機の導入により洗浄能
力が向上し低枝の莢の汚れに対応
・更なる洗浄能力の向上

○選別ロス
・雑草繁茂を抑制し莢傷や脱粒を抑える

作業工程別技術対策 製品出荷単収３００kgの実現

○収穫時にトラクターアタッチメント収穫機やコンバインを使用するため、３割程度の収穫ロスが生じる。
○早生種を中心に、低枝の実は汚れやすく選別時間が係るため、高刈りになる傾向が強く、刈り残しが多くなる。
○雑草の多発が、生育、病害虫防除、収穫に悪影響を及ぼしている。
○大規模経営では、枝豆の収穫適期は短く、収穫スピードが求められるため、収穫から調製まで全ての作業が雑になる。

経
験
に
よ
る

知
見

雑草対策、病害虫防除、
収穫・調製ロスの削減で、

販売単収の増加へ

令和３年は、高温少雨による干ばつ被害、令和４年は、長雨・豪雨による湿害の影響／フルカバレッジの技術パッケージを提供

どの工程において、どのよう技術で、どのように改善する？？
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活用事業について

①環境に優しい栽培技術

②省力化に資する技術

先端技術等を活用した省力化に資する技術

グリーンな栽培体系への転換サポートとは
みどりの食料システム戦略の実現に向けて、それぞれの産地に適した「環境にやさし

い栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を取り入れた「グリーンな栽培体系」を
推進する事業。
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取組内容について（R5）

①環境に優しい栽培技術

（１）生分解性マルチの活用
⇒慣行の除草剤使用回数を低減する。

（２）有機質資材（緑肥）の施用
⇒化学肥料の使用量を削減する。

②省力化に資する技術

（１）耕起・整形・マルチ展張・播種同時作業機
の活用
⇒作業工程を削減する。

（２）生分解性マルチの活用
⇒収穫後のマルチ剥ぎ取りを省略する。

（３）自動操舵システム付き中耕培土機の活用
⇒中耕培土作業の精度向上、管理作業を省力化。

（４）農業用ドローンの活用
⇒防除作業の省力化を検証する。
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取組内容について（R6）

①環境に優しい栽培技術

（１）有機質資材の活用
①緑肥の施用（R5継続）

②汚泥資材の施用
⇒化学肥料の使用量を削減する。

＋
各実証区の土壌分析（成分、微生物）

②省力化に資する技術

（１）耕起・整形・播種同時作業機の活用（R5継
続）
⇒作業工程を削減する。

（２）自動操舵付き中耕培土機の活用（R5継続）
⇒中耕培土作業の精度向上、管理作業を省力化。

（３）除草カルチベーターの検証（＋環境）
⇒除草作業の精度、省力化の検証
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環境に優しい栽培技術

（1）生分解性マルチの活用 ⇒除草剤回数を低減

（2）緑肥の施用

（3）汚泥資材の施用

⇒化学肥料の使用量を削減する。

＋

（2～3）各実証区の土壌分析（成分、微生物）
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1．生分解性マルチの活用
長さ

表－６　マルチの撤去時間 畦間

長さ 面積

s/a h/10a （ｍ） 畝間 面積

慣行区 556.5 1.5 40m 75cm 30㎡ 分

実証区 0 0 40m 75cm 30㎡ 1回目

2回目

556.52

作業時間

※両区とも畝の長さが40m、畝間が75cmで換算している。

　畝1本から4.1kgの廃マルチが排出され、50円/kgの処理費用が計上される。

〇農薬使用回数を1回削減

○マルチの剥ぎ取り時間として1.5ｈ
/10aが必要。

○生分解性マルチは展張から３ヶ月
程度で分解が進み土壌が露出した。
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2．緑肥（R5すき込み、早生）
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2．緑肥（R5すき込み、早生）

①緑肥の生育・窒素成分の供給量

②えだまめの生育・収量 単収倍率

１）生育調査結果 10株 倍率

草丈 主茎長 茎径 分枝数 主茎節数 極早生・早生 533.3 

63.7 32.2 0.8 4.3 7.0 中生 444.4 

70.4 36.1 0.9 3.8 7.1 中晩性・晩性 381.0 

111% 112% 117% 88% 101% 1

標準偏差 9.2 11.1 0.2 1.7 1.8 2

標準偏差 8.6 10.5 0.2 1.5 1.8 3

cm

慣行区

試験区

慣行対比
5 59 29

２）収穫調査結果 6 60 32

7 55 42

2粒 3粒 4粒 1粒 不稔 欠粒 サヤタマ 変色 8 77 28

998 562 436 0 566 60 246 176 0 84 47% 532.3 9 60 24

1,215 603 612 14 571 73 148 326 1 22 51% 648.1 10 61 23

1 80 49

2 82 56

慣行区

試験区

製品重

g

規格外

g
製品率 kg/10a

慣行区 通常施肥体系（9.6kgN/10a）

試験区 緑肥実証 （化成肥料を9.6kgN→5.6kgN/10aへ低減）

１）生育結果

緑肥名 草丈cm 生鮮重kg/㎡

HV 12.6 0.8 
試験区

6.7 

kgN/10a ２）N成分量(kgN/10a)

7.4 緑肥名 草丈試算 生鮮重試算 平均

53 HV 2.5 4.1 3.3 

kgN/10a

9.2 

試験区
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①根粒菌 N成分計算

kgN/10a ●HV 35

4.1 　①草丈cm＊0.2 55

kgN/10a 　②生鮮重㎡＊5.3

2.5 ●ライ麦

56 　草丈35cm時に17kgN/10a

（ヘアリーベッチ）
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